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授業のテーマ：初中級レベルの漢字138字とそれに関連する語彙を習得する。

授業のテーマ

1.初中級レベルの漢字138字の読み書きができるようになる。
2.初級レベルと合計390字程度の漢字と語彙を適切に使うことができる。

授業の到達目標

授業は対面で行われる。講義形式は変更される可能性がある。

シラバスは変更される可能性がある。最新情報は授業に出て確認すること。

本授業では、各課の漢字と漢字を使った語彙や使用法を学習する。授業の始めに前週に学習した漢字のテストを行う。毎回課題
があるので、必ず提出すること。

授業のスケジュールは以下の通り。
第1回(4/10)　第1課（映画写真音楽料組思色白黒赤）
第2回(4/17)　第2課（起寝遊立座使始終貸借返送）第3課（結婚離席欠予定洋式和活）
第3回(4/24)　第4課（春夏秋冬暑熱寒暖温涼天）第5課（仕事者運転選記議員商業農）
第4回(5/01)　第6課（良悪点正違同適当難次形味）第7課（試験面接説果合格受落残念）
第5回(5/15)　第8課（指折払投打深洗流消決旅）第9課（約案準備相談連絡泊特急）
第6回(5/22)　第10課（線発到交機関局信路故注）第11課（意押引割営自由取求願知）
第7回(5/29)　第12課（台窓具器用服紙辞雑誌）
第8回(6/05)　まとめ・試験　　

週1回　全8週
1科目15時間　

授業の概要と計画

期末試験40%、小テスト20%、授業授業への参加度20%、課題の提出20％で評価する。

※出席率70％以上を満たすことが、成績評価の前提条件となる。すなわち、この条件を満たさない場合、自動的にF（不可）とす
る。
※３回遅刻で１回欠席とみなす。

成績評価方法

学習した漢字を正確に書き、読むことができるか。また漢字および漢字を使った語彙を使うことができるか。
読み書きができるかは課題と小テスト・試験で、使えるかは課題および授業での発言で判断する。
授業に出席するだけでは評価しない。授業への積極的な参加および各テストで合格点（60％）をとることが必要である。

成績評価基準



対象者：
本授業は初中級レベルの授業である。日本語漢字・語彙初級ABを履修しているか、CIE-JTestで「初中級レベル」と判定された学
習者を対象とする。
また、日本語漢字・語彙初級ABの漢字の読み書きを習得していることを前提に授業を行うため、習得していない場合は初級を履
修することを勧める。

関連科目情報：
「日本語漢字・語彙初中級B」を続けて履修することが望ましい。

交換留学生（特別聴講学生）履修可

履修上の注意（関連科目情報）

授業以外の学習が必須である。
漢字を書く練習は各自授業の後で自分で行う。次回の授業の最初に小テスト（書く・読む）があるので、その準備をすること。
また、課題も毎回あるので、必ず決められた期限までに提出すること。
本学では1単位あたりの学修時間を45時間としている。毎回の授業にあわせて事前学修・事後学修を行うこと。

事前・事後学修

質問がある人は授業の前後、またはメールできいてください。
k0105241@gsuite.kobe-u.ac.jp

オフィスアワー・連絡先

漢字を習得することで、身の回りにある日本語が読めるようになります。語彙も広がり、読解力も向上します。がんばってくだ
さい。

学生へのメッセージ

日常生活で使える漢字や語彙を多く学習する。

今年度の工夫

『例文で学ぶ漢字・語彙２』（プリント配布）

教科書

特になし

参考書・参考資料等

日本語
日本語

授業における使用言語

日本語　初中級　漢字　語彙　交換留学生（特別聴講学生）可

キーワード


